
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ８月は夏の風物詩 

    『かき氷』を作りました。 

 

削った氷に、自分の好きなシロップを 

かけながら、子供の頃お祭りに行った 

夜店の思い出話に花が咲きました。 

 

暑い日が続く中、冷たい氷が爽やかな 

涼しさを運んでくれました。 

８月１３日（木）喫茶店へ行ってきました。

 

「珈蔵・祝谷店」は、美しく整備された日本

庭園が窓から見渡せます。この風景を横にい

つもとは違ったお茶の時間を楽しみました。

会話も弾み、“喫茶店のコーヒーの味は？”

との問いに「美味しいですね。」との答えが返

ってきました。帰りの車中でも「また行きた

いな。」と喜んで頂きました。 

８月 19 日（水）  

 

毎年恒例の夏祭りが『幸せの風船割り』

の合図で始まりました。 

初めての企画で、ケニア音楽の演奏とご

利用者様のお孫さんからの民謡のプレゼ

ントがありました。 

民謡は、「おばあちゃんに聞かせてあげ

たい。」というお孫さんの想いが、皆様に

も届いたのではないでしょうか 

今年もバルーンアート、水軍太鼓の演

奏、盆踊りなど一緒に踊ったり、笑ったり

参加者の皆様と楽しい時間を過ごすこと

ができました。 

最後は、美しい打上花火が、夏の夜空を

彩りました。 

 

            １階療養棟

 

 

 

ボランティアの光宗様にお越し頂き

『歌の会』が開かれました。 

 

アコーディオンの伴奏に合わせて、

懐かしい歌をみんなで歌いました。 

タンバリンを持って、参加されるご

利用者様もおられました。 

 


